
(一社)東北観光推進機構

（分析・報告：株式会社スプラウトジャパン）

東北・新潟の域内観光動向について
～東北観光DMPを活用した分析から～

～2026年度 第２回東北観光DMP担当者会議～



本日の内容
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２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析
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(1) 動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

■2026年1～4月訪問状況ヒートマップ ■東北６県＋新潟県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。

(前年比20%以上増青矢印、20%以上減赤矢印、その他緑矢印)

・2026年1～4月の実訪問数は、仙台駅周辺が最多で、次いで越後湯沢駅周辺、銀山温泉、仙台空港周辺、蔵王温泉と続く。

・仙台空港、松島、青森駅前周辺、盛岡市中央通、弘前城周辺、イオンモール名取では3期連続の増加が見られ、交通拠点に加え、都市
部や主要観光地でも訪問の伸びが見られる。

・主要駅・空港などの交通結節点に加え、温泉地やスノーリゾート、桜の名所が上位に入り、冬から春にかけた季節需要が反映されて
いる。

東北＋新潟県

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外）GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境）



(1) 動態分析 東北＋新潟県

■東北６県＋新潟県 訪問スポットランキング TOP20（2026年1～4月・実訪問数）

・上位20スポットには、主要駅・空港、中心市街地、温泉地、スノーリゾートが幅広く入る。上位5スポットには宮城・新潟・山形の地点が並び、仙台都市圏の交通拠点と、越後湯
沢・銀山・蔵王など滞在型観光地への需要が大きい。また、6位以下には青森県、岩手県を含む各県の主要拠点も入り、訪問先が複数県に分布している。

上位5スポット ６位～２０位
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出典：東北観光DMP（データ提供元：㈱インテージ）
※2026年1～4月の実訪問数が多い上位スポットを抽出。順位はスポット（エリア）単位の訪問数に基づく。
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(1) 動態分析・急上昇スポット

7出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2026年1～3月における来訪急上昇スポットを見ると、ガーラ
湯沢が最多で、次いで仙台空港、イオンモール名取と続く。その
他のスキー場や温泉地に加え、歴史・文化や市内観光を目的とし
たスポットでも、3期連続の増加が確認できる。

東北＋新潟県

■2026年前年同期比120%超東北６県＋新潟県内スポット
TOP20

＜4月単月での3か年比較＞
(前年比20%以上増緑矢印、20%以上減赤矢印、その他黄矢印)

■2026年前年同期比120%超東北６県＋新潟県内スポット
TOP20

＜1～3月計での3か年比較＞
(前年比20%以上増緑矢印、20%以上減赤矢印、その他黄矢印)

年 2024

スポット名 実訪問数 実訪問数 前年比

ガーラ湯沢周辺 20,169 31,081 37,544 1.21

名取市 下増田（仙台空港） 13,998 26,048 35,719 1.37

杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 7,878 10,597 14,494 1.37

天童市 老野森（天童駅東北ｴﾘｱ） 10,535 11,533 14,184 1.23

湯沢いちご村 0 8,926 12,875 1.44

一関市 東山町長坂（猊鼻渓など） 8,039 9,794 12,584 1.28

盛岡市 中央通（盛岡中心街） 5,688 9,501 12,504 1.32

仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 4,759 7,047 10,344 1.47

ロッテアライリゾート周辺 4,949 5,788 9,590 1.66

妙高杉ノ原スキー場 4,134 5,440 8,920 1.64

盛岡つなぎ温泉 3,501 4,088 6,438 1.57

仙台うみの杜水族館 3,506 4,941 6,151 1.24

森吉山（阿仁スキー場） 1,505 3,302 6,054 1.83

中尊寺周辺 3,102 4,127 5,640 1.37

蔵王郷ﾘｿﾞｰﾄ（刈田郡） 1,819 4,561 5,525 1.21

十和田市法量（奥入瀬川の上流） 1,194 2,714 5,440 2.00

弘前市 大町（弘前駅前西側） 1,683 4,144 5,211 1.26

リステル猪苗代周辺 2,040 2,989 4,483 1.50

磐梯町（星野Rｺﾞﾙﾌ場・榮川酒造） 2,040 286 3,750 13.11

郡山市 堂前町（郡山駅南西ｴﾘｱ） 1,446 1,913 3,611 1.89

2025

実訪問数

2026 年 2024

スポット名 実訪問数 前年比

弘前市 大字下白銀町（弘前城） 5,517 12,208 17,839 1.46

青森市安方（青森駅前東北側） 8,637 13,801 17,289 1.25

名取市 下増田（仙台空港） 3,775 9,654 17,010 1.76

松島町 松島（松島海岸周辺） 6,455 8,903 14,036 1.58

青森市篠田（青森駅前西側） 5,840 9,136 13,081 1.43

盛岡市 中央通（盛岡中心街） 7,419 9,752 12,487 1.28

ＪＲ角館駅 4,465 4,098 11,260 2.75

弘前市 大町（弘前駅前西側） 4,114 5,890 7,383 1.25

仙台市青葉区 霊屋下（政宗公廟） 3,690 4,705 6,780 1.44

青森市 大字石江（新青森駅周辺部） 182 3,490 5,788 1.66

盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 3,534 4,665 5,655 1.21

一関市 東山町長坂（猊鼻渓など） 2,299 2,953 4,922 1.67

ＪＲ秋田駅 2,325 3,199 3,943 1.23

郡山市 堂前町（郡山駅南西ｴﾘｱ） 855 1,722 3,725 2.16

中尊寺周辺 1,262 1,893 3,450 1.82

盛岡つなぎ温泉 1,552 2,235 3,192 1.43

十和田市 奥瀬（十和田湖南湖畔） 2,586 2,259 3,183 1.41

秋保温泉 1,748 2,372 3,020 1.27

青森市 大谷＝青森空港 690 1,653 2,872 1.74

滝桜（三春町） 1,603 2,263 2,775 1.23

2025

実訪問数

2026

実訪問数

・2026年4月における来訪急上昇スポットを見ると、弘前城が
最多で、次いで青森駅前、仙台空港と続く。桜シーズンを背景に
北東北のスポットが存在感を高めた。また、多くのスポットでは3
期連続の増加が確認できる。

※2026年の実訪問数が多い順にソート ※2026年の実訪問数が多い順にソート※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32
よりエクセルにて作成



(1) 動態分析・県別
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

■訪問状況ヒートマップ ■青森県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

青森県

・2026年1～4月は、青森駅周辺が最多で、次いで弘前城周辺、星野リゾート周辺、奥入瀬渓流館、十和田湖南湖畔と続く。

・青森駅周辺、弘前城周辺及び青森空港は3期連続で増加しており、交通拠点を起点とする移動と桜シーズンの需要が増加に寄与
した可能性がある。

・青森市周辺・弘前市周辺への訪問が集中していることが確認できる一方で、県内他地域への訪問が比較的少ない。そのため、青森
市・弘前市以外の地域への訪問拡大・周遊促進が課題となる。

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ ■岩手県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

・2026年1～4月は、盛岡市中央通周辺が最多で、次いで猊鼻渓、花巻温泉、盛岡市新田町周辺、八幡平市安比高原と続く。

・盛岡市中央通周辺、一関市・中尊寺周辺、盛岡つなぎ温泉周辺は3期連続で増加していることから、都市滞在（盛岡市など）と歴
史・自然・温泉を組み合わせた複合的な来訪需要が推察される。

・盛岡市周辺を中心に、花巻・平泉・一関、八幡平・安比高原方面への訪問が目立つ一方で、特に沿岸部への周遊促進が課題である。
新幹線沿線エリアから沿岸部への移動手段の周知（公共交通機関やレンタカーなど）を浸透させることが重要となる。

岩手県

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ

・2026年1～4月は、仙台市青葉区中央が最多で、次いで仙台空港周辺、仙台駅前南西側、国分町、松島海岸周辺と続く。

・仙台空港、松島、イオンモール名取、霊屋下は3期連続で増加している。そのため、交通結節点及びその周辺、景勝地・歴史スポット
への複合的な訪問がうかがえる。

・仙台市中心部への集中が特に顕著であり、県内インバウンド観光の主要な受け皿として仙台都市圏が大きな役割を果たしている
と考えられる。一方で、松島や蔵王、秋保温泉などへの訪問も確認できることから、仙台市や有名観光地を基点とした県内各地への
周遊促進に誘客拡大の可能性がある。

宮城県

■宮城県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ

・2026年1～4月は、JR角館駅が最多で、次いで角館駅東北ワンダーモール、JR秋田駅、森吉山、田沢湖畔、角館武家屋敷・東側と
続く。

・森吉山（阿仁スキー場）は3期連続で増加しており、他県と同様に秋田県においても雪への継続的な需要の増加が推察される。

・秋田新幹線の沿線である秋田駅、角館駅、田沢湖畔周辺への来訪が特に集中していることから、これらの拠点を結ぶ周遊ルートの
訴求と県北・県南のエリアなどへの立ち寄り促進が重要となる。

秋田県

■秋田県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ

・2026年1～4月は、銀山温泉が最多で、次いで蔵王温泉、蔵王温泉のロープウェイ・宿街周辺、山形駅東口、天童駅東北エリアと
続く。

・銀山温泉、天童駅東北エリアは3期連続で増加し、同時に他の温泉地が多く上位スポットに含まれていることから、温泉地での滞
在や雪景観への需要がうかがえる。

・銀山温泉周辺、山形市・蔵王エリア、米沢方面などへの訪問が確認できる。特に銀山温泉と蔵王温泉は、山形県のインバウンド観光
における主要な誘客拠点であることから、これらの地域の訪問を隣接するスポットに波及させることに更なる拡大の可能性がある。

山形県

■山形県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ

・2026年1～4月は、会津若松市の鶴ヶ城周辺が最多で、次いで下郷町大内宿、郡山駅南西エリア、猪苗代・観音寺川桜・果樹園と
続く。

・会津若松市の鶴ヶ城周辺、郡山駅南西エリア、リステル猪苗代周辺は3期連続で増加していることから、会津エリアを中心に、歴
史・文化観光とリゾート滞在の双方への来訪需要がうかがえる。

・会津若松市・郡山市・磐梯・猪苗代周辺への集中が顕著であることが確認できる。今後は、来訪が多い会津若松を中心とした観光
拠点としての機能を高めるとともに、郡山市などを基点とした県内他地域への周遊促進の強化が誘客拡大のため効果的と考えら
れる。

福島県

■福島県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別
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■訪問状況ヒートマップ

・2026年1～4月は、越後湯沢駅周辺が最多で、次いでガーラ湯沢周辺、苗場スキー場周辺、赤倉温泉（スキー）周辺、新潟駅周辺
と続く。

・ロッテアライリゾート周辺、妙高杉ノ原スキー場は3期連続で増加している。加えて、他のスキー場も上位に含まれることを踏まえ
ると、県内の他スキー場へスノーリゾート需要が波及していることが推察される。

・越後湯沢・苗場・妙高エリアへの訪問が顕著であり、加えて新潟駅周辺に一定の訪問が見られる。今後は、首都圏からのアクセスの
良さという立地上のメリットを活かしつつ、スノーリゾート滞在の訴求と、県内各地への周遊促進が域内消費の更なる拡大のため重
要と考えられる。

新潟県

■新潟県内スポットのTOP20訪問数推移
※集計対象時期は、2024年・2025年・2026年各1～4月とする。
(前年比20%以上増は青矢印、20%以上減は赤矢印、その他は緑矢印)

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード ヒートマップ 動態分析（海外） GPS30
スポット訪問年間推移数 動態分析（海外） GPS32（開発者環境にて作成）



(1) 動態分析・県別

15

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

・2026年1ー4月の実訪問数は前年同期比で約7%増となり、2月を除く各月で前年を上回った。1～2月の前年横ばい傾向に対し、
特に4月は前年同月比で約17%増、2024年同月比で約86%増と、春季の伸びが目立つ。

・国籍別では、台湾が全体の約60%で最多で、次いで香港、以降はタイ、中国、オーストラリアと続く。前年から上位構成国に大きな
変動はなく、アジア圏（東アジア・東南アジア）の国が大きな割合を占めている。

■国別訪問数 訪問上位15か国 ■東北６県＋新潟県内スポットへの実訪問数推移

東北＋新潟

※2026年1～4月の実訪問数が多い順にソート※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■国別訪問数 訪問上位15か国 ■青森県内スポットへの実訪問数推移

青森県

・2026年1～4月の青森県における実訪問数は、前年同期比で約3%増となった。また月別では、2月と4月は前年を上回り、特に
4月は前年同月比で約16%増、2024年同月比で約83%増と、桜シーズンにおける伸びが大きい。

・国籍別では、台湾が約51%で最多となり、次いで中国、以降は韓国、香港、アメリカと続く。台湾、中国、韓国、香港で約80%を占
めており、東アジア中心の構成となっている。
・青森空港への直行便が増加した台湾・韓国からの訪問者の増加が前年増の大きな要因となっている。中国は訪問に減少傾向が見
られるものの、相対的に東北・新潟域内での優位性を保っている。特に台湾は１～２月の東北・新潟訪問が多い市場であるため、冬
季の訪問増加に繋がる取組みが効果的と考えられる。

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■岩手県内スポットへの実訪問数推移

岩手県

・2026年1～4月の岩手県における実訪問数は、前年同期比で約9%増加となり、2－4月は前年同期間を上回っている。特に4月
は前年同月比で約18%増、2024年同月比で約72%増加しており、桜シーズンの伸びが顕著である。

・国籍別では、台湾が約67%で最多となり、次いで香港、オーストラリア、タイ、アメリカと続く。台湾の構成比が高い一方、オースト
ラリアも上位に入っていることが特徴的である。

・隣県に訪問の多い韓国やタイなどは誘客拡大の可能性が考えられる。新幹線などのアクセスの良さを活かして、市場ニーズに合っ
たコンテンツの訴求による誘客プロモーションが重要となる。

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

■国別訪問数 訪問上位15か国

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

■宮城県内スポットへの実訪問数推移

宮城県

・2026年1～4月は、前年同期比で約12%増加し、また、2月を除き各月で前年同期間を上回っている。特に4月は前年同月比で
約22%増、2024年同月比で約88%増加と、桜シーズンの伸びが非常に大きい。

・国籍別では、台湾が約59%で最多となり、次いでタイ、香港、中国、アメリカと続く。

・タイの国際直行便などが影響し、４月の訪問が大幅に増加。訪問先としての認知度が高まったことを今後の誘客に活かしていく取
組みが重要となる。

■国別訪問数 訪問上位15か国

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■秋田県内スポットへの実訪問数推移

秋田県

・2026年1～4月の秋田県における実訪問数は、前年同期比で約17%増加し、また、すべての月で前年同期間を上回っている。特
に4月は前年同月比で約31%増、2024年同月比で約160%増加となっている。特に4月は2024年同月比で東北6県・新潟県の
中で最も高い伸び率となっていることが特徴的である。

・国籍別では、台湾が約73%で最多となり、次いで香港、タイ、韓国、オーストラリアと続く。台湾・香港の両市場で約80%を占めて
いる。

・４月の伸びは台湾、香港、タイからの訪問増加に起因。特にタイは桜などの景勝地の人気が強い市場であるため、県の持つ強みが
市場ニーズと合致したことが増加要因の一つと推測できる。

■国別訪問数

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■国別訪問数 訪問上位15か国 ■山形県内スポットへの実訪問数推移

山形県

・2026年1～4月の山形県における実訪問数は、前年同期比で約4%減となり、7県の中で唯一前年同期を下回った。月別では、3
月のみ前年同月を上回り、一方で実訪問数が最も多い2月は前年同月比約13%減となった。

・国籍別では、台湾が約67%で最多となり、次いで香港、タイ、オーストラリア、中国と続く。

・１～２月の減少は、特に蔵王温泉関連スポットで確認され、台湾・香港・中国など東アジアからの訪問が減少。ロープウェイの利用方
法に関する事前手配への変化などから日帰り客の減少につながった可能性などが想定される。

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■国別訪問数 ■福島県内スポットへの実訪問数推移

福島県

・2026年1～4月の福島県における実訪問数は、前年同期比で約15%増加し、月別に見ると、2月を除く各月で前年を上回った。
特に4月は前年同月比で約20%増、2024年同月比で約57%増加と、桜シーズンの伸びが大きい。

・国籍別では、台湾が約77%と最多となっており、その構成比は、7県の中で最も高い。次いでタイ、香港、オーストラリア、アメリカ
と続く。

・１～４月の期間を通してインバウンド訪問に増加の勢いが見られる。特にタイ・香港に大幅な増加が見られており、観光地としての
認知が拡大していることがうかがえる。

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



(1) 動態分析・県別
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■国別訪問数 訪問上位15か国 ■新潟県内スポットへの実訪問数推移

新潟県

・2026年1～4月の新潟県における実訪問数は、前年同期比で約7%増加し、また、月別に見ると、4月を除く各月で前年を上回っ
た。特に2月は、前年同月比で約12%増、2024年同月比で約82%増となり、冬季需要の伸びが目立つ。

・国籍別では、台湾が約47%で最多となり、次いでオーストラリア、香港、韓国、中国と続く。特にオーストラリアの構成比が他県よ
り高い。

・１～２月への訪問の偏りは見られるものの、2026年も継続して訪問増加の傾向が確認される。時期と訪問エリアの集中からオー
バーツーリズムの深刻化に繋がる可能性も想定されるため、緩和に向けた取組を検討することに加え、満足度低下を招くことが無
いよう適切な情報発信などに努める必要が考えられる。

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

※参照ダッシュボード 国籍別訪問数 動態分析（海外） GPS30
実訪問推移 動態分析（海外） GPS32



本日の内容
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（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

台湾

■台湾来訪者 実訪問数推移

3～4月での実訪問者は増加傾向

１～２月での実訪問者の伸びが鈍化傾向

冬季の伸びが鈍化する中、3~4月のように新たな訪問需要の獲得に
訪問拡大の可能性がある。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

台湾

2024年1～4月

過去３か年を比較すると
・訪問地点は年々増え、東北各地への広がりがみられる。東京・関西・北海道など域外との移動線も濃
くなり、広域周遊の拡大がうかがえる。

2025年1～4月 2026年1～4月

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

中国

■中国来訪者 実訪問数推移

1～4月での実訪問者は前年同期比で約３６％減少。
ただし、中国からの訪日旅行の旅行形態が変化している中でも、

2024年度同期比で増加傾向にある。

国際情勢の影響も大きく不安定さを見せる市場。状況には注視が必要。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

中国

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

過去３か年を比較すると
過去2年は訪問地点が増加傾向にあったものの、2026年は地点数と周遊の双方が縮小している。
一方、青森県の地点数が相対的に高まっている。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

香港

■香港来訪者 実訪問数推移

3～4月での実訪問者は増加傾向が続く

前年から引き続き力強い訪問増加の流れが確認できる。
着実な認知向上により、選ばれる観光地になりつつあると考えられる。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

香港

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

過去３か年を比較すると
訪問地点は年々増え、東北域内への広がりがみられる。域外との移動も増え、広域周遊が進展してい
る可能性がある。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

米国(アメリカ)

■米国来訪者 実訪問数推移

1～4月計での実訪問者は前年同期比約
30％の伸び

直行便は無いものの大きな伸びを確認。
世界有数の市場に浸透する好機と考えられる。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

米国(アメリカ)

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

過去３か年を比較すると
訪問地点は徐々に増え、東北各地への広がりがみられる。特に新潟県と東京方面間での移動の傾向
が年々強まっている

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

タイ

■タイ来訪者 実訪問数推移

４月の実訪問者が前年同期比約７０％の伸び

4月のソンクラーン（タイの大型連休）の時期に訪問が大幅に増加。
直行便就航の機を捉えた誘客が成果となったと評価できる。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析

33

タイ

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

過去３か年を比較すると
訪問地点と域内外の周遊は拡大している。一方、仙台エリアへの集中は続いており、他地域への分散
は限定的である。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

韓国

■韓国来訪者 実訪問数推移

1～4月計での実訪問者は前年同期比約48％の伸び

伸びの大きさは市場別でトップクラス。
2025年下期から続く訪問増加の流れを継続して取り込んでいきたい市場。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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韓国

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

過去３か年を比較すると
東北各県への訪問が増え、東京・関西・北海道からの移動も広がっている。来訪規模の拡大と訪問先
の分散が同時に進んでいる可能性がある。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

豪州(オーストラリア)

■豪州来訪者 実訪問数推移

1～2月の実訪問数計は対前年同期比約35％の伸び

冬季の訪問は力強く増加。アクティビティ需要などに応え、
季節性のニーズから訪問時期の拡大を図りたい。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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豪州(オーストラリア)

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

過去３か年を比較すると
訪問地点は冬季リゾートを中心に限定されるものの、年々増加傾向にある。東京・関西・北海道との
周遊も増えている傾向にある。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31



(2) 市場別動態分析

38

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

欧州(ヨーロッパ)

■欧州来訪者 実訪問数推移

３月の来訪が対前年
同期比約１５２％

伸びが見られる3月は長期休暇の季節。
ドイツ・イギリス・フランスを中心に訪問が拡大。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS32



(2) 市場別動態分析
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実訪問数＋8,006人
前年比 297.0％

2024年1～4月 2025年1～4月 2026年1～4月

欧州(ヨーロッパ)

出典：東北観光DMP
（データ提供元：㈱インテージ）

過去３か年を比較すると
母数は小さいものの、訪問地点と域外からの周遊はいずれも拡大している傾向にある。

※参照ダッシュボード 動態分析（海外） GPS31
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２ 消費・インバウンド動態クロス分析



本日の内容
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（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



２ 消費×動態クロス分析

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。特に1～2月は来訪者数以上に決済金額が伸び、1人当たり
消費の上昇または高単価層の増加が考えられる。

東北＋新潟 インバウンド

■消費額×観光客数の推移

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

2025年1～4月

42

2026年1～4月

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・2026年1～3月は、八幡平市が決済金額1位となり、観光客数20位・宿泊客数12位に比べて消費面で高い順位を示した。南魚沼
郡と妙高市も決済金額上位に入り、冬季リゾート地域の存在感が大きい
・一方、仙台市青葉区、山形市、青森市などの主要都市も上位を占め、都市部と冬季観光地の双方が域内消費を支えた。
・「名取市」「塩竈市」などは消費額順位に対して特に宿泊客数順位が低く、来訪規模以上に消費を獲得している可能性があるため、地
域固有の消費要因があることが推察される。

東北＋新潟 インバウンド

〇来訪 〇消費 〇来訪△消費 △来訪〇消費 △来訪△消費

■2026年1～3月 域内 動態・消費ＭＡＰ

43
出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

■2026年1～3月 域内の市区郡別・消費額順位及び動態順位

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



1～3月消費額・観光（日帰り）客数・宿泊客数の高低の組み合わせで、東北＋新潟の市区郡を4類型に整理

①総合観光都市・冬季拠点型

パターン：消費 多い／観光（日帰り）多い／宿泊 多い

代表：仙台市青葉区・南魚沼郡・妙高市・山形市・青森市

特徴：来訪・宿泊・消費が一体化。

観光客（日帰り）・宿泊客共に多く、都市観光と雪・温泉等の冬季来訪需要を

満たす目的地となっていることが推察される。

• 背景
1. 交通・商業・観光資源が集積している。
2. 雪、温泉、商業施設、飲食店が複合している。
3. 広域周遊の拠点として宿泊客を獲得している。

②宿泊・高単価型

パターン：消費 多い／観光（日帰り）少ない／宿泊 多い

代表：八幡平市・花巻市・新発田市

特徴：温泉・スキー等宿泊を伴って楽しむ来訪。

観光客数順位以上に宿泊客と消費額が上位となっており、温泉・スキー等明確な

来訪目的を持つ層に強く支持されており来訪される傾向が強い。

• 背景

1. 温泉、スキーなど明確な目的を持つ旅行者に選ばれている可能性がある。
2. 旅館やホテル内での消費が生じやすい。
3. 宿泊に伴う滞在時間の長期化と宿泊費が消費を押し上げる

③通過・日帰り観光型

パターン：消費 少ない／観光（日帰り）多い／宿泊 少ない

代表：名取市・弘前市・上越市・一関市

特徴：著名観光地だが通過・日帰り中心。

来訪規模に比べ宿泊順位が低く、周遊途中や日帰り利用が中心と推察されるこ

とから、自地域での宿泊需要の創出に加えて近隣で宿泊客を多く獲得しているエリ

アとの連携が課題。

• 背景
1. 空港や鉄道など交通結節機能を持つ。
2. 近隣都市からの立寄り観光が多く、滞在時間が短いことが想定される。
3. 周辺都市へ宿泊するケースが多い。

④温泉・リゾート滞在型

パターン：消費 少ない／観光（日帰り）少ない／宿泊 多い

代表：天童市・上山市・北秋田市・岩手郡

特徴：宿泊に強みを持つ滞在型。母数・消費拡大の余地あり。

宿泊需要はあるものの、飲食・買物・体験の利用が弱く、消費機会を取りこぼして

いる可能性がある

• 背景
1. 温泉、雪山、リゾート宿泊が主目的。
2. 施設内で滞在が完結する傾向がある。
3. 周辺の飲食、買物、体験利用は限定的。

東北＋新潟消費×動態クロス分析 ― 1～3月 上位市区郡の類型

44



２ 消費×動態クロス分析 東北＋新潟 インバウンド

〇来訪 〇消費 〇来訪△消費 △来訪〇消費 △来訪△消費 45

・4月は仙台市青葉区が決済金額・観光客数・宿泊客数のすべてで1位となり、また、仙台市及び仙台市周辺の地域が決済金額上位
を多く占めた。
・弘前市は1～3月から決済金額・観光客数の順位を大きく上げ、春季の来訪増が消費にも波及した可能性がある。
・一方、八幡平市や南魚沼郡は決済金額順位を下げており、冬季から春季への移行に伴う地域構成の変化が表れている。

■2026年4月域内 動態・消費ＭＡＰ ■2026年4月 域内の市区郡別・消費額順位及び動態順位

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



4月の消費額・観光（日帰り）客数・宿泊客数の順位関係から、東北＋新潟の市区郡を4類型に整理

①総合観光都市・春季拠点型

パターン：消費 多い／観光（日帰り）多い／宿泊 多い

代表：仙台市青葉区・青森市・盛岡市・弘前市・山形市

特徴：来訪・宿泊・消費が一体化。

3指標がいずれも上位で、都市観光や桜等の春季需要を受け止める目的地とな

っていることが推察される。

• 背景
1. 交通・商業・観光資源が集積している。
2. 桜、街歩き、飲食等を複合して楽しめる。
3. 広域周遊の宿泊拠点として選ばれやすい。

②宿泊・高単価型

パターン：消費 多い／観光（日帰り）少ない／宿泊 多い

代表：八幡平市・仙台市泉区・花巻市

特徴：宿泊を伴う来訪が消費を支える型。

観光客数順位に比べて宿泊客数と消費額が上位となり、温泉やリゾート等の滞

在需要が強いと考えられる。

• 背景

1. 温泉・リゾート等、宿泊目的が明確である。
2. 旅館やホテル内で消費が生じやすい。
3. 宿泊費が地域の消費額を押し上げている。

③通過・日帰り観光型

パターン：消費 少ない／観光（日帰り）多い／宿泊 少ない

代表：仙北市・北上市・柴田郡・十和田市

特徴：春季資源への来訪が先行する日帰り型。

観光客数順位に対して消費額・宿泊客数の順位が低く、来訪を滞在や消費へつ

なげる余地がある。

• 背景
1. 桜や景勝地等、立寄り型の観光資源を持つ。
2. 近隣地域からの日帰り来訪が想定される。
3. 宿泊地が周辺都市へ分散している可能性がある。

④温泉・リゾート滞在型

パターン：消費 少ない／観光（日帰り）少ない／宿泊 多い

代表：上山市・天童市・鶴岡市・耶麻郡・上北郡

特徴：宿泊に強みを持つ温泉・滞在型。

宿泊客数は相対的に上位だが、観光客数と消費額の順位は低く、地域内消費

の拡大余地がある。

• 背景
1. 温泉宿やリゾート施設への宿泊が中心。
2. 施設内で滞在が完結しやすい。
3. 周辺の飲食、買物、体験利用は限定的。

46

東北＋新潟消費×動態クロス分析 ― 4月 上位市区郡の類型

1～3月に③通過・日帰り観光型であった弘前市は4月では①総合観光都市・春季拠点型へ変化



２ 消費×動態クロス分析

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。3月は観光客数が前年同月とおおむね同水準である一方、
決済金額は前年同月比約1.5倍となった。4月も決済金額が前年同月を大きく上回り、消費の伸びが目立つ。

インバウンド

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

青森県

■青森県消費額×観光客数の推移

47

2025年1～4月 2026年1～4月

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・１～３月の青森県内のインバウンド動向を見ると、「青森市」が
消費額・観光客数・宿泊客数のいずれも1位となっており、県内
における最も重要な来訪・宿泊・消費拠点となっている。
・市区郡別では、「十和田市」「弘前市」も観光客数・宿泊客数と
もに上位に入っており、自然観光・歴史文化・都市型観光を有
する主要エリアがインバウンド需要を支えていることがうかが
える。
・その一方、「三沢市」「八戸市」は観光客数・宿泊客数に比して
消費額が大きいことから地域特有の消費構造があることが推
察される。

青森県 インバウンド

■2026年1～3月

■青森県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

48

■青森県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■青森県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■青森県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・４月の青森県内のインバウンド動向を見ると、「青森市」が消費
額・宿泊客数にて1位となっており、県内における最も重要な宿
泊・消費拠点となっている。
・市区郡別では、「弘前市」が観光客数1位、消費額・宿泊客数2
位へ上昇した。1～3月に比べて弘前市の存在感が大きくなり、
春季の来訪増が県内構成を変化させた可能性がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

岩手県

■岩手県消費額×観光客数の推移

49

2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。1～3月は観光客数が前年同月とおおむね同水準で推移す
る一方、決済金額は大きく増加した。4月は観光客数の増加が目立ち、決済金額も前年同月を上回った。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・ 【1～3月】八幡平市は消費金額1位となり、観光客数2位・宿
泊客数3位に比べても消費面で高い順位を示した。
・市区郡別では、「盛岡市」「北上市」「花巻市」「岩手郡」なども
観光客数・宿泊客数ともに上位に入っており、都市型観光、温
泉地、歴史文化観光、スキー場を有するエリアがインバウンド
需要を支えている。

岩手県 インバウンド

■2026年1～3月

■岩手県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

50

■岩手県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■岩手県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■岩手県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】八幡平市は消費金額1位を維持したが、観光客数5位・
宿泊客数3位となった。盛岡市と花巻市も引き続き上位を占め
る一方、宮古市は消費金額11位から4位へ上昇し、岩手郡は5
位から11位へ低下した。春季への移行に伴い、消費地域の構成
が変化した可能性がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

宮城県

■宮城県消費額×観光客数の推移

51

2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。1～3月は観光客数が前年同月とおおむね同水準で推移す
る一方、決済金額は増加した。4月は観光客数・決済金額の双方が伸びている。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・【1～3月】仙台市青葉区は3指標すべてで1位となり、県内最
大の来訪・宿泊・消費拠点である。仙台市宮城野区、名取市、宮
城郡も上位に入り、仙台都市圏を中心に需要が集まった。

宮城県 インバウンド

■2026年1～3月

■宮城県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

52

■宮城県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■宮城県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■宮城県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】仙台市青葉区は引き続き3指標すべてで1位となった。
仙台市若林区は宿泊客数2位、消費金額5位へ上昇し、1～3月
より存在感を高めた。名取市と塩竈市は宿泊客数順位に比べて
消費金額の順位が高く、仙台市太白区と大崎市は宿泊客数順
位に比べて消費金額の順位が低いため、地域固有の消費構造
があることが推察される。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

秋田県

■秋田県消費額×観光客数の推移

53

2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。1～3月は観光客数が前年同月とおおむね同水準である一
方、決済金額は大きく増加した。4月は観光客数が大きく伸びたものの、決済金額の増加幅は相対的に小さい。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・【1～3月】秋田市は消費金額1位、観光客数・宿泊客数2位と
なり、仙北市は観光客数・宿泊客数1位、消費金額2位となった。
両市が県内需要の中心を形成している。横手市と大館市は来
訪・宿泊順位に比べて決済金額順位が高い。

秋田県 インバウンド

■2026年1～3月

■秋田県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

54

■秋田県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■秋田県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■秋田県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】秋田市と仙北市が引き続き上位2位を占めた。鹿角市
は消費金額・観光客数・宿泊客数のすべてで3位となり、1～3
月から順位を上げた。上位2市への集中が続く一方、鹿角市の
比重が高まったことが特徴である。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

■山形県消費額×観光客数の推移

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

山形県

55

2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月の決済金額は、すべての月で前年同月を上回った。1～2月は観光客数が前年同月をやや下回った一方、決済金
額は大きく増加した。3月は観光客数・決済金額ともに前年を上回り、4月も決済金額の増加が続いた。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・【1～3月】山形市は3指標すべてで1位となり、県内最大の来
訪・宿泊・消費拠点である。尾花沢市は観光客数2位、天童市
は宿泊客数2位となり、複数の地域が宿泊・来訪需要を支えた。

山形県 インバウンド

■2026年1～3月

■山形県
市区郡別・消費額順位及び動態順位
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■山形県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■山形県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■山形県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】山形市は引き続き3指標すべてで1位となった。尾花沢
市は観光客数2位を維持した一方、消費金額は5位から9位へ
低下した。鶴岡市は3指標すべてで4位へ上昇しており、1～3
月から地域構成に変化がみられる。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

■福島県消費額×観光客数の推移

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

福島県
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2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月の観光客数は、2月を除いて前年同月を上回った。決済金額はすべての月で前年同月を上回り、特に1～2月と4
月の増加が目立つ。2月は観光客数が減少する中でも決済金額が増加しており、来訪規模と消費の動きに違いが見られる。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・【1～3月】会津若松市は消費金額1位、観光客数・宿泊客数2
位となり、耶麻郡は観光客数・宿泊客数1位となった。会津地
域が県内需要の中心を形成し、福島市・郡山市・いわき市も上
位に入った。

福島県 インバウンド

■2026年1～3月

■福島県
市区郡別・消費額順位及び動態順位
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■福島県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■福島県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■福島県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】会津若松市は消費金額・観光客数で1位、宿泊客数で3
位となった。耶麻郡は宿泊客数1位を維持したものの、消費金
額は2位から5位へ低下した。

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



２ 消費×動態クロス分析 インバウンド

■新潟県消費額×観光客数の推移

出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

新潟県
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2025年1～4月 2026年1～4月

・2026年1～4月は、観光客数・決済金額ともに前年同月を上回った。1～2月は両指標が高い水準となり、特に決済金額の増加が
顕著である。

※参照ダッシュボード 消費購買（海外）PAY12



２ 消費×動態クロス分析

・【1～3月】南魚沼郡は3指標すべてで1位、妙高市はすべてで
2位となり、冬季リゾート地域が県内需要をけん引しているこ
とが確認できる。また、新潟市中央区も決済金額4位・観光客
数4位・宿泊客数3位に入り、都市部の来訪・宿泊・消費拠点と
なっている。

新潟県 インバウンド

■2026年1～3月

■新潟県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■新潟県
動態・消費バランスＭＡＰ

■2026年4月

■新潟県
市区郡別・消費額順位及び動態順位

■新潟県
動態・消費バランスＭＡＰ

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

〇来訪〇消費 〇来訪△消費

△来訪〇消費 △来訪△消費

・【4月】南魚沼郡は消費金額・観光客数で1位を維持したが、宿
泊客数は2位となり、新潟市中央区が宿泊客数1位、消費金額2
位へ上昇した。長岡市も消費金額7位から3位へ上昇する一方、
妙高市は2位から14位へ低下しており、冬季から春季への移行
が順位構成に表れている。

60
出典：東北観光DMP （データ提供元：インテージ） 他

※参照ダッシュボード 開発者環境で作成



61

３ 国内動態分析



本日の内容
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（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



(1) 国内動態・総合

63

出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月に東北＋新潟を訪れた国内旅行者の訪問地点は、仙台市中心部の商業エリアおよび主要駅周辺、サービスエリ
ア・空港周辺など交通拠点が高い集客力を示している。
・スポット別では、仙台市周辺の商業施設が上位を占める一方、「盛岡駅」「新潟駅」「郡山駅」「福島駅」「新青森駅」など各県の主要駅
や、「秋保温泉」「天童温泉」への来訪傾向が強いことがうかがえる。
・性年代別に見ると、男女共に40代以上の延べ滞在数は、１Qに比べて２Qで10％以上増加していることが確認できる。

②東北６県＋新潟県内スポットのTOP25延べ滞在数推移①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内青森県

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

東北＋新潟

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月に青森県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、主要駅及びその周辺や空港・フェリーなどの交通拠点周縁エリアが
上位となるなか、観光スポットでは「ねぶたの家ワ・ラッセ」「八食センター」「十和田湖」などへの来訪傾向が強いことがうかがえる。
・延べ滞在数は、 「新青森駅」「八戸駅」「ユートリー」を除くスポットで１Qに比べて２Qに10％以上増加している。
・性年代別延べ滞在数について、１Qに比べて２Qでは、女性は全ての年代で増加し、男性は20代以下では減少している。

①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内青森県

②青森県内スポットのTOP25延べ滞在数推移

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月に岩手県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、主要駅・高速道路SAに集中しており、観光スポットとしては「小岩
井農場まきば園」、「つなぎ温泉」「花巻温泉郷」「道の駅」などへの来訪傾向が強いことが確認できる。
・延べ滞在数は、新幹線乗降駅、「安比高原「雲海ゴンドラ」」を除き、ほぼすべてのスポットで１Qに比べて２Qでは10％以上増加し
ていることが確認できる。
・性年代別延べ滞在数について、１Qに比べて２Qでは、男女ともに40代以上で10％以上増加している。

①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

岩手県

②岩手県内スポットのTOP25延べ滞在数推移

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・ 2026年1－6月に宮城県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、仙台市中心部および仙台駅周辺の商業エリアに集中しており、「西
口商店街エリア」「仙台駅」「AER＋仙台PARCO」「仙台PARCO2＋イービーンズ」などが高い集客力を示している。
・延べ滞在数は、ほとんどのスポットで１Qに比べて２Qも同程度であるものの、「イオンモール名取」「イオンモール新利府」「仙台泉
プレミアム・アウトレット」といった商業施設及びセキスイハイムハイパーアリーナ、本塩釜駅では10％以上減少している。
・性年代別延べ滞在数について、 １Qに比べて２Qでは、特に男女とも20代が減少し、60代で増加していることが確認できる。

①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内宮城県

②宮城県内スポットのTOP25延べ滞在数推移

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・ 2026年1－6月に秋田県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、秋田駅周辺を中心に、文化施設・イベント会場・道の駅が上位と
なっており、特に「秋田市観光案内所（秋田駅構内）」「秋田駅」「秋田市立千秋美術館」「秋田竿燈まつり会場」などが高い集客力を示
している。
・延べ滞在数は、「秋田駅」 「秋田市観光案内所（秋田駅構内）」 「大曲駅」を除き、１Qに比べて２Qでは増加傾向にある。
・性年代別延べ滞在数について、１Qに比べて２Qでは、女性はすべての年代、男性は30代以上で増加している。

①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内秋田県

②秋田県内スポットのTOP25延べ滞在数推移

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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・2026年1－6月に山形県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、山形駅周辺の中心市街地を中心に、天童温泉などの温泉地、各地
の道の駅にも分布していることが確認できる。
・延べ滞在数は、冬季に強みを持つ蔵王温泉周辺エリアを除き、１Qに比べて２Qでは増加傾向にある。
・性年代別延べ滞在数について、 １Qに比べて２Qでは、女性は20代を除くすべての年代、男性は30代以上で増加している。

①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

国内山形県

②山形県内スポットのTOP25延べ滞在数推移

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月に福島県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、「郡山駅」「福島駅」「いわき駅」などの主要駅及び、「国見SA」「安達
太良SA」「南相馬鹿島サービスエリア」「吾妻PA」「安積PA」など高速道路上の交通拠点にも集中していることから、広域移動に伴う
立ち寄り需要がうかがえる。
・延べ滞在数は、すべてのスポットで１Qに比べて２Qでは増加傾向にある。
・性年代別延べ滞在数について、 １Qに比べて２Qでは、女性は20代以上、男性は30代以上で増加している。

国内福島県

②福島県内スポットのTOP25延べ滞在数推移①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

③性年代別傾向 （2026年1－6月） インバウンドの訪問エリアと
明確な違いがあり！

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



(1) 国内動態・総合
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・2026年1－6月に新潟県を訪れた国内旅行者の訪問地点は、新潟駅周辺を中心に、新潟空港・長岡駅・燕三条駅などの主要交通
拠点や、SA・PA・道の駅など交通動線上のスポットに集中しており、広域移動に伴う立ち寄り需要が大きいことがうかがえる。
・延べ滞在数は、「石打丸山スキー場」を除くすべてのスポットで１Qに比べて２Qでは増加傾向にある。
・性年代別延べ滞在数について、 １Qに比べて２Qでは、女性はすべての年代、男性は30代以上で増加している。

国内新潟県

出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

②新潟県内スポットのTOP25延べ滞在数推移①スポット別の来訪数（2026年1－6月）

③性年代別傾向 （2026年1－6月）

インバウンドの訪問エリアと
明確な違いがあり！

※合計延べ滞在数で多い順にソート
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※②③は2Qと1Qを比較し10％以上増加は青矢印、10%以下減少は赤矢印、その他は緑矢印

※参照ダッシュボード ①・③ 動態分析（国内）GPS21 ② 動態分析（国内）開発者環境



本日の内容
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（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



(2) 国内動態・急上昇

72
出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内青森県

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印

・2026年1－6月における青森県の来訪急上昇スポットを見ると、「三沢空港」「高山稲荷神社」「道の駅なんごう」など、広域観光・
歴史文化に関連するスポットが上位に入っている。
・伸び率では「盛運輸アリーナ」がイベント開催の影響もあり上位であるが、ほかには宿泊・地域資源を活用したスポットにも来訪増
加の動きが見られる。
一方で、急上昇スポットの多くは延べ滞在数自体は比較的小さいため、継続的な増加を目指すことが期待される。

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

前年比

三沢空港 三沢市 55,023 55,297 66,720 120.66%

髙山稲荷神社 つがる市 28,253 25,037 31,350 125.21%

道の駅なんごう 八戸市 19,223 16,992 23,009 135.41%

大湊駅 むつ市 15,920 12,478 18,368 147.20%

道の駅おがわら湖 上北郡東北町 15,202 12,940 15,989 123.56%

まかど観光ホテル 上北郡野辺地町 17,510 11,904 14,402 120.98%

青函トンネル入口広場 東津軽郡今別町 11,295 10,703 13,279 124.07%

弘前市りんご公園 弘前市 10,608 8,639 13,110 151.75%

民宿菅原 下北郡風間浦村 10,715 8,035 10,457 130.14%

道の駅津軽白神 中津軽郡西目屋村 11,051 8,583 10,335 120.41%

青森県営スケート場・盛運輸アリーナ 青森市 4,248 3,892 9,831 252.60%

道の駅十三湖高原 五所川原市 9,726 6,742 9,392 139.31%

六旬館 上北郡六ヶ所村 7,597 6,938 8,760 126.26%

最勝院五重塔 弘前市 8,917 7,205 8,649 120.04%

フォレストピア階上 三戸郡階上町 8,059 3,298 5,865 177.84%

岩木トレイルセンター 弘前市 7,442 4,283 5,780 134.95%

ふくちジャックドセンター 三戸郡南部町 6,644 4,606 5,550 120.50%

青森市浅虫海づり公園 青森市 4,808 4,360 5,532 126.88%

道の駅みさわ 三沢市 5,750 4,506 5,530 122.73%

青森県近代文学館 青森市 2,758 2,709 4,911 181.28%

2025年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・ 2026年1－6月における岩手県の来訪急上昇スポットを見ると、「道の駅にしね「道の駅はなまき西南」「おおふなと夢商店街」な
ど、地域文化の観光拠点に関連するスポットが上位に入っている。
・伸び率では「一関温泉郷（いつくし園）」や「ビッグルーフ滝沢」が特に高く、地域資源を活用したスポットで来訪増加の動きが見ら
れる。
・急上昇スポットの延べ滞在数は、一時的な増加にとどめず、各スポット間での連携などを通じて、周遊・滞在へつなげることが重要
である。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内岩手県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

前年比

道の駅にしね 八幡平市 42,996 37,681 46,697 123.93%

道の駅はなまき西南 花巻市 40,980 34,142 43,412 127.15%

おおふなと夢商店街 大船渡市 22,164 22,868 33,681 147.28%

道の駅たのはた 下閉伊郡田野畑村 23,719 16,908 27,100 160.28%

大船渡温泉 大船渡市 22,113 18,936 26,203 138.38%

網張温泉スキー場 岩手郡雫石町 23,079 18,860 24,518 130.00%

達谷窟 西磐井郡平泉町 18,124 17,102 20,869 122.03%

田中舘愛橘記念科学館 二戸市 16,532 15,227 20,593 135.24%

道の駅錦秋湖 和賀郡西和賀町 18,645 11,936 15,951 133.64%

一関温泉郷（いつくし園） 一関市 12,781 7,100 14,250 200.70%

道の駅紫波 紫波郡紫波町 11,547 10,470 13,811 131.91%

一関温泉郷（瑞泉郷） 一関市 13,720 10,089 12,807 126.94%

ビッグルーフ滝沢 滝沢市 7,323 6,666 12,335 185.04%

花泉夏まつり「日本一のもちつき大会」会場 一関市 9,949 9,796 12,121 123.73%

岩手県立美術館 盛岡市 7,242 7,189 11,929 165.93%

旧橋本家別邸 花巻市 10,866 9,796 11,819 120.65%

道の駅みやもり 遠野市 11,801 8,578 11,455 133.54%

めがね橋（宮守川橋りょう） 遠野市 11,675 8,480 11,178 131.82%

三陸花ホテルはまぎく 上閉伊郡大槌町 6,529 7,234 9,594 132.62%

道の駅くずまき高原 岩手郡葛巻町 8,950 6,390 8,929 139.73%

2025年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・ 2026年1－6月における宮城県の来訪急上昇スポットを見ると、「作並温泉」「道の駅かくだ」「遠刈田温泉（神の湯周辺）」「ニッカ
ウヰスキー宮城峡蒸留所」など、温泉・地域資源に関連するスポットが上位に入っており、仙台市中心部以外への一定の来訪のポテ
ンシャルが確認できる。
・昨年度大規模改修があった「ユアテックスタジアム仙台」と「ゼビオアリーナ仙台」の両施設の伸び率が特に高い。地域のスポーツ
チームへの関心による来訪が高まったことが確認できる。
・来訪急上昇スポットは沿岸部・離島周辺の拠点も含まれており、今後も継続的な広域周遊につなげることが重要である。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内宮城県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

前年比

作並温泉 仙台市青葉区 97,126 87,431 117,189 134.04%

ゼビオアリーナ仙台 仙台市太白区 81,184 34,266 93,081 271.64%

道の駅かくだ 角田市 36,732 36,552 44,164 120.83%

遠刈田温泉（神の湯周辺） 刈田郡蔵王町 32,090 29,966 36,145 120.62%

ニッカウヰスキー宮城峡蒸溜所 仙台市青葉区 33,448 26,603 33,434 125.68%

ユアテックスタジアム仙台 仙台市泉区 39,521 7,141 32,960 461.56%

道の駅 七ヶ宿 刈田郡七ヶ宿町 27,594 23,963 28,900 120.60%

気仙沼市魚市場 気仙沼市 14,924 16,148 25,812 159.85%

仙台市博物館 仙台市青葉区 15,099 21,259 25,710 120.94%

加瀬沼公園 多賀城市 13,671 11,572 22,254 192.31%

サンマリン気仙沼ホテル観洋 気仙沼市 17,982 16,793 21,172 126.08%

秋保神社 仙台市太白区 17,663 15,785 18,959 120.11%

石ノ森萬画館 石巻市 15,479 14,529 17,673 121.64%

鎌先温泉 白石市 10,304 10,609 14,322 135.00%

東北歴史博物館 多賀城市 19,876 9,553 12,474 130.58%

みやぎ東日本大震災津波伝承館 石巻市 10,900 8,998 10,846 120.54%

JRフルーツパーク仙台あらはま 仙台市若林区 7,553 7,366 10,027 136.13%

塩竈市魚市場 塩竈市 8,704 5,373 9,932 184.85%

東北大学総合学術博物館 仙台市青葉区 8,063 6,885 8,649 125.62%

アクアイグニス仙台 仙台市若林区 8,413 6,306 8,035 127.42%

2025年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・ 2026年1－6月における秋田県の来訪急上昇スポットを見ると、「秋田竿燈まつり会場」「道の駅おが」「西仙北SA（下り線）」「男
鹿水族館GAO」など、秋田市中心部に限らず、県内他地域で地域資源を活用したスポットが上位に入っている。
・伸び率では「横手市増田まんが美術館」が特に高く、マンガに関連性が高い特定の来訪需要を取り込めている可能性があるほか。
・一方で、道の駅が急上昇スポットに多く含まれていることから、今後は継続的な来訪増加に向けて、周遊につなげていくことが重
要である。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内秋田県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

前年比

秋田竿燈まつり会場 秋田市 174,392 123,860 158,077 127.63%

道の駅おが 男鹿市 51,438 45,767 60,522 132.24%

西仙北SA（下り線） 大仙市 48,762 45,576 56,711 124.43%

男鹿水族館GAO 男鹿市 30,532 26,175 41,910 160.11%

湯瀬温泉郷 鹿角市 26,571 24,425 30,618 125.36%

たざわ湖スキー場 仙北市 18,859 19,635 26,248 133.68%

八郎湖SA（上り線） 山本郡三種町 20,171 18,150 24,846 136.89%

八郎湖SA（下り線） 山本郡三種町 19,347 18,012 24,413 135.54%

田沢湖高原雪まつり 仙北市 16,474 17,810 22,531 126.51%

水沢温泉郷 仙北市 15,616 16,757 20,852 124.44%

あきた芸術村 仙北市 15,675 13,915 19,316 138.81%

横手市増田まんが美術館 横手市 8,954 10,304 18,644 180.94%

道の駅ひない 大館市 17,337 13,012 16,964 130.37%

道の駅かみおか 大仙市 11,395 9,830 14,179 144.24%

平福記念美術館 仙北市 7,956 7,966 12,306 154.48%

鳥海鉾立ビジターセンター にかほ市 14,551 8,472 11,954 141.10%

増田の内蔵 横手市 10,511 8,481 11,868 139.94%

寒風山（秋田県男鹿市） 男鹿市 10,742 7,325 10,830 147.85%

増田観光物産センター「蔵の駅」 横手市 7,120 6,669 8,134 121.97%

入道崎 男鹿市 8,054 6,065 7,661 126.31%

2025年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月における山形県の来訪急上昇スポットを見ると、「道の駅白い森おぐに」「羽黒山」「南陽PA（上り線・下り線）」な
ど、道の駅、歴史文化、広域観光に関連するスポットが上位に入っている。
・伸び率では「新庄市エコロジーガーデン」が特に高く、また、他上位に含まれたスポットとも関連し道の駅への来訪需要の可能性が
うかがえる。
・一方で、急上昇スポットの多くは来訪規模が比較的小さいため、今後も継続的な増加に向けて、周辺観光地との連携を通じて、継
続的な広域周遊につなげていくことが重要である。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内山形県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

前年比

道の駅白い森おぐに 西置賜郡小国町 64,580 55,086 68,417 124.20%

羽黒山 鶴岡市 45,849 37,260 49,553 132.99%

南陽PA（下り線） 南陽市 41,977 37,830 47,474 125.49%

南陽PA（上り線） 南陽市 41,606 37,566 46,702 124.32%

出羽三山神社 鶴岡市 41,595 34,276 41,580 121.31%

道の駅田沢 米沢市 26,212 21,296 28,459 133.64%

川の駅ヤナ茶屋もがみ【最上町】 最上郡最上町 32,718 22,967 28,398 123.65%

道の駅たかはた 東置賜郡高畠町 24,158 21,270 27,043 127.14%

リナワールド 上山市 21,876 15,987 19,204 120.12%

なの花温泉 東田川郡三川町 17,358 14,052 18,245 129.84%

上杉伯爵邸 米沢市 15,233 12,166 14,655 120.46%

道の駅あさひまち 西村山郡朝日町 16,138 10,617 14,309 134.77%

相馬樓 酒田市 12,700 9,704 12,822 132.13%

いでは文化記念館 鶴岡市 7,900 7,534 11,888 157.79%

新庄市エコロジーガーデン 新庄市 2,782 2,477 11,784 475.74%

白つつじ公園 長井市 8,799 9,008 10,968 121.76%

川の駅くさなぎ 最上郡戸沢村 7,311 8,296 10,897 131.35%

白布温泉 米沢市 8,065 6,412 9,301 145.06%

ひまわり温泉ゆ・ら・ら 東村山郡中山町 11,449 6,519 8,283 127.06%

真室川温泉梅里苑 最上郡真室川町 9,702 6,430 8,007 124.53%

2025年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月における福島県の来訪急上昇スポットを見ると、「いわき・ら・ら・ミュウ」「福島観光物産館」「東山温泉」など、地域
産品・物産品・温泉に関連するスポットが上位に入っている。
・伸び率では「福島県立美術館」「Active Resorts裏磐梯」「こおりやま文学の森資料館」は2年連続で前年比20％超で伸び、特に
「福島県立美術館」の伸び率が大きいことから、文化施設への来訪需要を取り込めている可能性が推察される。
・一方で、急上昇スポットの多くは来訪規模が比較的小さいため、今後は一時的な増加にとどめず、周辺観光地との連携や二次交通
の整備を通じて、継続的な広域周遊につなげていくことが重要である。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内福島県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

前年比

いわき・ら・ら・ミュウ いわき市 180,089 164,157 214,047 130.39%

福島県観光物産館 福島市 128,984 120,897 168,411 139.30%

東山温泉 会津若松市 154,318 126,743 152,698 120.48%

道の駅にしあいづ 耶麻郡西会津町 79,069 65,940 85,383 129.49%

福島県立美術館 福島市 5,066 10,834 79,247 731.47%

ActiveResorts裏磐梯 耶麻郡北塩原村 31,986 57,118 70,164 122.84%

飯坂温泉駅 福島市 51,103 42,855 52,606 122.75%

リステルスキーファンタジア 耶麻郡猪苗代町 42,603 38,769 46,529 120.02%

東日本大震災・原子力災害伝承館 双葉郡双葉町 38,972 30,554 43,101 141.06%

道の駅季の里天栄 岩瀬郡天栄村 32,292 31,311 41,453 132.39%

ニノ丸茶屋 白河市 23,781 23,305 29,367 126.01%

憩いの館ほっとinやないづ 河沼郡柳津町 26,619 18,876 26,122 138.39%

道の駅会津柳津 河沼郡柳津町 27,644 19,332 25,842 133.67%

喜多方駅 喜多方市 21,829 19,624 25,587 130.39%

小峰城歴史館 白河市 19,534 18,586 24,985 134.43%

こおりやま文学の森資料館 郡山市 14,557 18,137 23,645 130.37%

湯野上温泉駅 南会津郡下郷町 19,534 18,590 23,324 125.47%

斎藤清美術館 河沼郡柳津町 23,116 15,984 21,513 134.59%

中野不動尊 福島市 17,642 15,891 19,498 122.70%

富岡駅 双葉郡富岡町 13,620 12,563 19,273 153.41%

2025年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印
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出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

・2026年1－6月における新潟県の来訪急上昇スポットを見ると、「朱鷺メッセ」「Befcoばかうけ展望台」が延べ滞在数及び前年
比共に上位であり、「道の駅うみてらす名立」「道の駅親不知ピアパーク」「道の駅越後市振の関」「道の駅阿賀の里」「道の駅ゆのた
に」「道の駅神林」といった道の駅に関連するスポットが上位に入っている。
・他上位には日本海沿岸・県北の道の駅と佐渡の拠点が含まれ、広域移動に伴う立ち寄りと島内観光の双方で増加がみられる。

■来訪急上昇スポットＴＯＰ２０［前年比120%超］（2026年1－6月 3か年比較）

国内新潟県

スポット名 スポット市区町村名

2024年

1－6月

延べ滞在数

前年比

朱鷺メッセ 新潟市中央区 164,675 118,321 198,231 167.54%

Befcoばかうけ展望室 新潟市中央区 157,520 111,642 189,324 169.58%

道の駅うみてらす名立 上越市 67,263 59,773 73,474 122.92%

道の駅親不知ピアパーク 糸魚川市 62,951 52,831 65,059 123.15%

清津峡 十日町市 86,455 45,326 57,198 126.19%

道の駅越後市振の関 糸魚川市 40,775 32,577 41,845 128.45%

道の駅阿賀の里 東蒲原郡阿賀町 28,908 24,834 34,485 138.86%

道の駅ゆのたに 魚沼市 28,058 26,789 32,861 122.67%

道の駅神林 村上市 18,397 17,961 22,558 125.59%

【探究】トキの森公園 佐渡市 16,989 18,432 22,289 120.93%

フォッサマグナ糸魚川温泉 糸魚川市 15,903 15,727 20,471 130.16%

フォッサマグナミュージアム 糸魚川市 17,151 14,299 19,248 134.61%

道の駅Ｒ２９０とちお 長岡市 18,680 14,099 18,478 131.06%

宿根木 佐渡市 10,566 10,900 15,043 138.01%

乙宝寺 胎内市 13,518 12,194 14,986 122.90%

相川温泉（尖閣湾） 佐渡市 11,547 10,214 14,341 140.41%

吉乃川酒ミュージアム「醸蔵」 長岡市 10,986 10,749 13,680 127.27%

きらりうむ佐渡 佐渡市 7,509 8,623 13,198 153.06%

あいぽーと佐渡 佐渡市 6,718 9,435 11,384 120.66%

道の駅庭園の郷保内 三条市 6,795 5,818 7,477 128.51%

2025年

1－6月

延べ滞在数

2026年

1－6月

延べ滞在数

※2026年1－6月延べ滞在数が多い順にソートしています。
※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。
※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS23よりエクセルにて作成
※延べ滞在数において前年比20％以上の増加の場合は緑矢印、20％以下の減少の場合は赤矢印



本日の内容

79

（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

青森県・弘前市/八戸市 国内

■弘前市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■弘前市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【弘前市】県外居住者の来訪前スポットでは盛岡駅が最多となっている。加えて、秋田駅、秋田市観光案内所、花輪SA、道の駅ふた
ついなど、秋田県内の地点が上位に複数並ぶ点も特徴である。盛岡方面だけでなく、秋田県北部を含む北東北内陸部との移動上の
つながりが表れている。
【八戸市】県外居住者の来訪前スポットは盛岡駅が最も多く、仙台駅がこれに続く。また、久慈駅、二戸駅、道の駅くじなど、岩手県北
部・三陸沿岸の地点も上位に入っている。盛岡・仙台方面との広域的な移動に加え、岩手県北部・三陸沿岸とのつながりも読み取れ
る。

■八戸市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■ 八戸市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

岩手県・盛岡市/一関市 国内

■盛岡市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■盛岡市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【盛岡市】県外居住者の来訪前スポットでは仙台駅が最多で、新青森駅、八戸駅、秋田駅、大曲駅、田沢湖駅など、各県の主要交通拠
点も上位に並ぶ。仙台方面を中心としながら、北東北の各方面から幅広く人が移動している様子がうかがえる。
【一関市】県外居住者の来訪前スポットでは、仙台駅や仙台市中心部、気仙沼市内など、宮城県内の地点が上位に多い。国見SAをは
じめ福島県内の地点も含まれるものの、特に宮城県各地との移動上の結び付きが際立っている。

■一関市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■一関市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

宮城県・仙台市青葉区/
気仙沼市

国内

■仙台市青葉区 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■仙台市青葉区 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【仙台市青葉区】県外居住者の来訪前スポットは盛岡駅が最多で、山形駅、福島駅、郡山駅、新青森駅、一ノ関駅など、東北各地の主
要駅が上位を占める。新幹線沿線の都市に加え、山形市周辺からも来訪がみられ、広域的な移動の受け皿となっていることが分か
る。
【気仙沼市】県外居住者の来訪前スポットをみると、岩手県三陸沿岸の地点と、一ノ関駅およびその周辺地点が上位に入っている。
来訪前の動きは、三陸沿岸と一ノ関周辺の地点が上位にみられ、両方面との移動上のつながりがうかがえる。

■気仙沼市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■気仙沼市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

秋田県・秋田市/仙北市 国内

■秋田市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■秋田市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【秋田市】県外居住者の来訪前スポットでは盛岡駅が最多となり、新青森駅、仙台駅、青森駅、弘前駅、新潟駅、山形駅などの主要駅
が続く。盛岡方面を中心に、東北各県の主要都市との間で広域的な人の動きが形成されている。
【仙北市】県外居住者の来訪前スポットでは盛岡駅と仙台駅が上位にある一方、雫石スキー場、つなぎ温泉、小岩井農場まきば園な
どもランクインしている。交通拠点に限らず、岩手県内陸部の観光地・温泉地が含まれている点が注目される。これらの地点と仙北
市を組み合わせた周遊の可能性がある

■仙北市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■仙北市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

山形県・山形市/鶴岡市 国内

■山形市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■山形市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【山形市】県外居住者の来訪前スポットでは、仙台駅およびその周辺地点が上位の中心を占める。このほか、福島駅、安達太良SA、
秋田県内の観光地点なども確認できる。仙台圏との結び付きが強い一方、福島県・秋田県方面からも一定の来訪があるとみられる。
【鶴岡市】県外居住者の来訪前スポットには、道の駅象潟、新潟駅、仙台駅、仙台駅西口周辺などが上位に並ぶ。仙台圏に加え、秋田
県・新潟県の日本海側地域との移動上のつながりがみられる点が特徴的である。

■鶴岡市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■鶴岡市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

福島県・郡山市/
会津若松市

国内

■郡山市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■郡山市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【郡山市】県外居住者の来訪前スポットでは、仙台駅およびその周辺地点が上位に多くみられる。山形駅、盛岡駅、白石蔵王駅、米沢
駅など、他県の主要駅も含まれており、仙台圏を中心とした東北各地との広域的なつながりがランキングに表れている。
【会津若松市】県外居住者の来訪前スポットには、仙台駅およびその周辺、仙台空港、新潟駅、米山SAなどが上位に並び、山形県内
の地点も含まれる。仙台圏だけでなく、新潟県・山形県方面にも来訪前の動きが広がっていることが見て取れる。

■会津若松市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■会津若松市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



(3) 国内動態・周遊
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出典：東北観光DMP
（データ提供元：Agoop）

新潟県・新潟市/長岡市 国内

■新潟市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■新潟市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

【新潟市】東北6県居住者の来訪前スポットでは、秋田市観光案内所（秋田駅構内）と秋田駅が上位に入り、秋田県方面とのつながり
が目立つ。このほか、磐梯山SAや道の駅あつみなどもみられ、福島県・山形県の日本海側地域との間にも人の動きが確認できる。
【長岡市】東北6県居住者の来訪前スポットでは、道の駅あつみをはじめ、山形県内の道の駅が上位にみられる。東北6県のなかで
は、特に山形県方面との移動上のつながりが特徴となっている。
※関東地方などとの結びつきも強く、東北との周遊を確認する際には数字上のボリュームに留意が必要。

■長岡市 国内動態・前訪問スポット（2026年1－6月） ■長岡市 来訪者の県外前訪問スポット 総数 TOP20（2026年1－6月）

※他県からの来訪傾向を把握するため、
県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 開発者環
境にて作成



本日の内容

87

（1） 動態分析

（2） 市場別動態分析
（台湾、中国、香港、アメリカ、タイ、韓国、豪州、欧州）

１ インバウンド動態分析

3 国内動態分析

２ 消費・インバウンド動態クロス分析

（1） 総合分析

（２） 急上昇スポット分析

（３） 周遊分析

（４） イベント分析



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内青森県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

・青森ねぶた祭開催期間中（前夜祭含む）の青森市への他県からの延べ滞在数は、開催前に比べて約4.6倍となった。
・居住都道府県別では東京都が最多で、神奈川県、北海道、宮城県、埼玉県が続く。
・性年代別では、開催前と比べて男女とも20代の構成比が上昇している。
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青森ねぶた祭開催期間（前夜祭含む）青森ねぶた祭開催前

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21



(4) 国内動態・イベント分析
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国内青森県

青森ねぶた祭開催期間青森ねぶた祭開催前

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

・開催期間中は青森市周辺への来訪が増加し、開催前と比べて県内の複数地域でも県外居住者の来訪増加が確認できる。
青森市への来訪増に伴い、県内周遊が生じた可能性は考えられる一方で、期間中は、県内各地でも大規模な夏祭りが開催されてい
ることに留意する必要がある。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内岩手県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

盛岡さんさ踊り開催期間盛岡さんさ踊り開催前

90

・開催期間中の盛岡市における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約1.4倍となった。
・居住都道府県別では、上位の顔ぶれは変わらず、居住都道府県での大きな変化は見られない。
・性年代別では、女性20代と男性50代の構成比が開催前を上回っている。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21



(4) 国内動態・イベント分析
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国内岩手県

盛岡さんさ踊り開催期間盛岡さんさ踊り開催前

・盛岡さんさ踊り開催期間中は、盛岡市とその周辺への県外居住者の来訪が増えている。一方、沿岸部をはじめとする県内他地域
では、開催前後で県外居住者の来訪について顕著な違いは読み取りにくい。そのため、盛岡さんさ踊りによる来訪増は盛岡市とそ
の周辺に集中し、県内各地への波及は限定的だった可能性がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内宮城県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

仙台七夕まつり開催期間仙台七夕まつり開催前
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・仙台七夕まつり開催期間中の仙台市青葉区における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約1.4倍となった。
・居住都道府県別では、首都圏居住者の構成比が上昇する傾向がみられる。
・性年代別では、女性40代の割合の伸びが目立つ。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21



(4) 国内動態・イベント分析
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国内宮城県

仙台七夕まつり開催期間仙台七夕まつり開催前

・仙台七夕まつり開催期間中は、仙台市周辺に加え、県内の一部地域でも県外居住者の来訪が増えていることが確認できる。仙台
七夕まつりを契機に県内周遊が生じた可能性はある一方、同期間中に別イベントなどが開催されていることに留意する必要がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内秋田県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

秋田竿燈まつり開催期間秋田竿燈まつり開催前

94

・秋田竿燈まつり開催期間中の秋田市における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約1.5倍となった。
・居住都道府県別では、首都圏居住者の構成比が上昇する傾向がみられる。
・性年代別では、男女とも20代と60代の割合が開催前を上回っている。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21
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国内秋田県

秋田竿燈まつり開催期間秋田竿燈まつり開催前

・秋田竿燈まつり開催期間中は、秋田市とその周辺への県外居住者の来訪が増えている。一方、県内他地域では、開催前後で県外
居住者の来訪について顕著な違いは読み取りにくい。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内山形県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

山形花笠まつり開催期間山形花笠まつり開催前
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・山形花笠まつり開催期間中の山形市における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約2倍となった。
・居住都道府県別では、上位5県に変化はみられない。
・性年代別では、女性30代と男性20代の構成比が開催前より上昇している。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21
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国内山形県

山形花笠まつり開催期間山形花笠まつり開催前

・山形花笠まつり開催期間中は、山形市とその周辺への県外居住者の来訪が増えているとともに、県内の一部地域でも県外居住者
の来訪が増えている。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内福島県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

・相馬野馬追開催期間中の南相馬市における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約2.5倍となった。
・居住都道府県別では首都圏、とりわけ東京都居住者の比率または人数の伸びが目立つ。
・性年代別では、女性50～60代、男性30代・60代の構成比が開催前より上昇している。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

相馬野馬追開催期間相馬野馬追開催前

98
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国内福島県

相馬野馬追開催期間相馬野馬追開催前

・相馬野馬追開催期間中は、開催前に比べて、特に開催地である南相馬市を中心とした相双地域への県外居住者の来訪が確認でき
る。そのため、相馬野馬追は、開催地にとどまらず、周辺市町村への広域周遊を促す契機となる可能性がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25



(4) 国内動態・イベント分析

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

国内新潟県

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

新潟まつり開催期間新潟まつり開催前

100

・新潟まつり期間中の新潟市中央区における県外居住者の延べ滞在数は、開催前の約2.5倍となった。
・居住都道府県別では、開催前後共に首都圏居住者が上位を占める。
・性年代別では、女性20代・40代、男性20代の構成比が開催前より上昇している。

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21
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国内新潟県

新潟まつり開催期間新潟まつり開催前

・新潟まつり期間中は、開催前に比べて、開催地である新潟市に加えて、県内他地域への県外居住者の来訪が確認できる。そのため、
新潟まつりは、開催地にとどまらず、周辺市町村への広域周遊を促す契機となる可能性がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25
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国内仙台市

・仙台・青葉まつり開催期間中の仙台市青葉区における県外居住者の延べ滞在数は、前週の同曜日2日間と比べて約14％増加した。
・居住都道府県別では、特に福島県・山形県からの来訪者が増加し、東京都からの来訪者が若干減少している。
・性年代別では、男女とも20代の構成比に上昇傾向がみられる。

仙台・青葉まつり開催期間仙台・青葉まつり開催前

都道府県別延べ滞在者数（上位10位） /性年代構成比都道府県別延べ滞在者数（上位10位）/性年代構成比

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS21
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国内仙台市

仙台・青葉まつり開催期間仙台・青葉まつり開催前

・仙台・青葉まつり開催期間中は、開催地である仙台市以外の県南地域や沿岸部への県外居住者の来訪が確認できる。ただし、上記
来訪については、仙台・青葉まつりへの来訪者以外にも、同まつり開催期間中に開催されていたスポーツイベントやコンサートへの
来訪者も含まれる可能性があることに留意する必要がある。

出典：東北観光DMP （データ提供元：Agoop）

※他県からの来訪傾向を把握するため、県外居住者を対象としています。

※参照ダッシュボード 動態分析（国内） GPS25
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